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銅合金丸棒の引き抜き加工の際に断面中央部に割れが発生してしまうことが課題です。
本研究では、非破壊検査、硬さ試験、組織観察を行い、加工工程を評価する手法の開発を行

いました。

研究内容

背景・目的

結果・まとめ

令和６年度 試験研究概要

引き抜き加工の際に生じる典型的な欠陥で
あるV字割れ（シェブロンクラック）が発生
するかどうかを、X線CT装置を用いて観察し
ました。また、引張試験と画像解析技術を併
用することでシェブロンクラックの成長を定
量的に評価する手法を開発しました。
硬さ試験と組織観察により、焼鈍の効果を

確認しました。

非破壊検査、硬さ試験、組織観察を行い、
中央部に発生する割れがシェブロンクラック
であること、焼鈍の効果が十分に得られてい
ないことがわかりました。本研究において確
立した評価技術を用いて、最適な加工条件を
見つけ出すことが今後の課題です。
本研究で開発した、欠陥の成長予測技術は、

他の材料にも広く活用できますので、是非ご
相談ください。

研究期間：令和６年度

製造プロセス

図１ 中心部に発生する割れ

図２ 金属組織写真
（上：焼鈍前、下：焼鈍後）

中心部外周部

図３ 欠陥の観察
（上：X線CT、下：Simpleware）


